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視覚障害者の単独歩行を支援する地理情報データベースの検討
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1. はじめに

視覚障害者が自分の現在位置を知る方法のひとつに

GPS日を利用することが挙げられる.我々はGPS衛星か

らの信号を用いて現在位置の経度,緯度を獲得し,それら

を既存の地理情報システム(GIS)と参照させることによっ

て案内情報を音声で須得するシステムを開発しているr2】.

本稿では,開発中の案内装置間を用いて実験を行い,視

覚障害者が単独歩行を可能とするために必要となる地理

情報データベースについて検討する.

2. 方法

我々が開発中の案内装置【3】は, GPS受信機GN77N (古

野電気),方位センサVector2X (Precision Navigation Inc.) ,

地理情報データベース(図1)と音声合成ソフトウェア

SmallTalk (沖電気工業)を内装する携帯用コンピュータ

Libretto ff(東芝)と,それらを制御するシングルチップマ

イクロコンピュータKL5C80A16 (川崎製鉄),ディファレ

ンシャル測位を行うためのど-コン受信ボードSBX-3

(Commu- nication Systems International Inc. )から構成され

る.測位精度は2drms(tf)で約3.5mである(2000年7月5

日新潟大学における連続12時間測位).利用者は携帯用コ

ンピュータ(以下PC)に接続したイヤフォンを通して音

声案内を聞くことができる.

実験では,

1)　障害者は中途失明者であり,失明以前の視覚情報

をある程度記憶している.

2)　障害者は足元の危険を回避するために白杖を用い

て歩行する.

を仮定し,アイマスクを着用した20代の男性晴眼者(10

名)を被験者に用いる.実験場所は被験者が熟知している

大学構内とし,約980mの指定されたルートを歩行させる.

pcにインストールするデータベースには,以下のA,

Bの2種類を用意する.

実験A)建物情報データベースのみ使用.被験者3名.

実験B)建物情報データベースに,道路の交差点情報デ

ータベースが含まれる.交差点情報データべ-

スが優先的に案内される.被験者7名.

これら2種類を用いた歩行実験結果を比較することで,追

路の交差点情報データべ-スの必要性を評価する.

3. 結果と考察

指定したルートを歩行するのに要した時間と実際に歩

行した距離(GPSデータより評価)のf判係を詞2に示す(○

は実験A, ●は実験B).案内に交差点情報がない場合,

(注)水平方向に対する放射状測位誤差の2乗平均の平方恨の

2倍(Twice the distance root nlcan square).測位点の平均位置を
中心とした半径2drmsの円内に全測位点の約95%が含まれる.

歩行時間が増加する傾向を示した(1名は歩行距離も増加

した).また実験日において,交差点情報案内の頻度(被

験者が聞いた全データに対する交差点情報数の割合)に対

する歩行距離のrXl係を図3に示す.回帰直線の傾きから,

両者には負の相関が訟められた.すなわち,交差点情報を

多く間くことのできた被験者は,歩行距離が小さくなる傾

向を示した.

図l :地理情報データベースを作成するためのソフトウェア

80

70

余bO

==　so

JJr

ir- -10

*J0

20

0

0

●

1 0　1 2　　1 4　1 6

歩行距離【km]

1 5

l LI

p

三.I 3
>、

墨tコ
譜

Itl'
沓
I 0

lJ=t.J2-6.60.Y

●

輸-

200　　　300　　　400　　　500

交差点情報案内の頻度.xf%]

図2:歩行距離と歩行時間　図3:交差点情報と歩行距離の相関

4. おわりに

本稿では,視覚障害者用位置案内装置を利用した視覚障

害者が単独歩行の際に必要とする地理情報データベース

を,擬似的な視覚障害者による歩行実験を通して検討した.

建物情報に追加して交差点情報を音声案内することによ

り,利用者の歩行時間,歩行距離がともに′トさくなること

を示した.また交差点付mを多く聞く程,歩行距離が小さ

くなることも示した.
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